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論文内容の要旨
【目的】従来より用いられている超音波検査、 CT、MRJなどの画像診断では、肝内腫癌性病変の診断を周
辺の組織との超音波、 X線、磁力線などに対する物理学的差として評価するものであった。著者は肝内腫霧
性病生を腫窮組織の糖代詩l市1から評価する日的で、 F-18 fluorodeoxy glucose(FDG)を用L、positron
emission tomography(PE1')装置にて診断を行い、肝内腫傷性病ー変の鑑別診断におけるFDG-PETの臨
床的有用性を検討した。
【対象・方法】肝内腫鎖性病変78例を対象とした(肝細胞癌48例、胆管細胞癌 5例、転移性肝縞20例、肝
血管腫2例、限局性結節性過形成3flj)o FDGはNKK-Oxford超伝導小型サイクロトロンとNKK自動合
成装置を用い作成した。 PET装置はHEDTOME-IVSET -1400W (島神社製)を使用した。 FDG185-370 
Ml3qを静注後40分から15分間staticscanを行った。集積度の指標としてstandardizeduptake value 
(SUV:組織放射能 (rnCi/g-)!投与量 (mCi)/f本電 (g))および新たに考案したSじV比(腫蕩部SUVI非
腫場部SlJV)を算出した。
【結果】 SUVのmedianは単発性肝細胞癌2.78、多発性肝細胞癌2.64、転移性肝癌~4.38、胆管細胞婚5.20、
良性勝傷(肝印管勝、限局性結節性過形成)2.22、SuV比のmcdianは単発性肝細胞癌1.12、多発性肝細胞
癌1.37、転移性肝癌1.90、胆管細胞癌2.55、良性腫場1.0~であった。肝細胞籍に比較し、転移性肝癌、胆管
細胞痛ではSUV、SUV比のmedianが有意に高値を示し、肝細胞癌の単発性と多発性の間では、 SUVでは
旬.意差はみられず、 SUV比では有意差がみられた。肝内腫療の中で転移性肝癌は、 SUVでは、 accuracv73
%、 suv比では、 76%で、胆管細胞癌は、 suvでは79%、SUV比では77%であった。肝細胞癌18例では、
SUVとAFPは、 r~0.442 (P =0.0019)、SUV比とAFPはr=0.506 (P =0.0003)とともに有意な相関を
認めた。 Child分類、腫療の数、 AFP値、門脈塞栓の有無により決定される予後の指標であるCI.IPスコアー
は、 SUVとr=0.348 (p 0.0153)、SUV比と r=0.383 (P =0.0072)とともに有志な相関を認めた。しか
し、 AFP、CLIPスコアーとの相聞は、 suvよりSUV比の方がより強い相関関係を認めた。
【結語】 FDG-PETは腫傷組織の糖代謝の面から診断を行うことが出来る。木法により得られたscv比は
肝内頼癌性病変の鑑別診断に有用であり、 CI，IPスコアーと相闘を認めることより、肝細胞癌の予後の評価
にも有用であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
従来より用いられている超音波検査、 CT、MRTなどの幽像診断では、肝内腫癌性病変の診断を問辺の組
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織との超音波、 X線、磁力線などに対する物理学的基として評価するものであった。著者は肝内腫癌性病変
を腫場組織の糖代謝面から評価する目的で、F-18 fLuorodeoxy glucose(r'DG)を崩いpositronemlssion 
tomogra phy (PET)装置にて診断を行い、肝内腫癌性病変の鑑別診断におけるFDG-PE')、の臨床的有用性
を検討した。
肝内腫痢性病変78例を対象とした(肝細胞癌48例、胆管綱胞癌5例、転移性肝嬬20例、肝血管腫2例、
限局性結節性過形成3例)0FDGはNKK-Oxford超伝導小型サイクロトロンとl¥KK自動合成装置を用い
作成した。 PET装置はHEDTOME-IVSET-1400W(島津村製)を使用した。 FDG 185-370MBqを静注後
45分から10分間staticscanを行った。集積度の指標としてstandardizeduptake value(SUV :組織放射
能(mCilg)/投与量 (mCi)!体重Cg))および新たに考案したSじV比(腫傷部SUV/非腫傷部SUV)を算出した。
SUVのmedianは単発性肝細胞癌2.78、多発性肝細胞癌2.64、転移性肝癌4.38、胆管細胞癌5.20、良性腫
窮(肝血管腫、限局性結節性過形成)2.22、suv比のmedianは単発性肝細胞癌1.12、多発性肝細胞癌1.37、
転移件肝癌1.90、胆管細胞癌2.55、良性腫蕩1.03であった。肝細胞癌に比較し、転移性肝癌、胆肝細胞癌で
はSUV、SUV比のrnedianが有意に高舶をポし、肝細胞癌の単発性と多発性の聞では、 SUVでは有意12は
みられず、 SUV比では有意差がみられた。肝内腫震の中で転移性肝癌は、 SUVではaccuracy73%、SUV
比では76%で、胆管細胞癌は、 SUVでは79%、SUV比では77%であった。肝細胞癌48例では、 SUVとAFP
は、 r=0.442(p=O.0019)、SUV比とAFPはr=O.506(p=O.0003)とともに角ー意な相関を認めた。 Child分
頼、腫場の数、 AFP値、門脈塞栓の有無により決定される予後の指標であるCLIPスコアーは、 SUVとr-=-
0.348 (p品 0.0153)、SUV比と r=0.383(pニ0.0072)とともに有意な相関を認めた。しかし、 AFP、CLlP
スコアーとの相関は、 SUVよりSUV比のノjがより強い相関関係を認めた。
FDG-PETは腫蕩組織の糖代謝の面から診断を行うことが出来る。本法により得られたSUV比は肝内腫
癌性病変の鑑別診断に有用であり、 CLIPスコアーと相関を認めることより、肝細胞癌の予後の評価にも有
用であると考えられた。
よって、本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値すると認められた。
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